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一
二
月
初
め
、
出
版
社
か
ら
在
庫
の
報

告
が
あ
っ
た
。
九
月
に
２
刷
り
が
出
て
ち

ょ
う
ど
三
ヶ
月
に
な
り
、
書
店
で
売
れ
残

っ
た
も
の
が
出
版
社
に
戻
っ
て
く
る
。「
毎

月
六
○
冊
ほ
ど
売
れ
て
い
ま
す
が
、
返
本

が
あ
っ
て
、
一
二
月
初
め
の
在
庫
は
前
月

よ
り
増
え
て
三
百
冊
弱
で
す
」
と
い
う
。

硬
質
な
書
物
だ
か
ら
、
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ

る
と
い
う
訳
に
は
い
か
な
い
。
三
月
の
一

時
帰
国
で
３
刷
り
の
お
祝
い
を
す
る
の
は

無
理
だ
な
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

部
数
の
決
め
方 

 

六
月
中
旬
の
発
刊
と
同
時
に
、
毎
日
新

聞
で
経
済
書
の
書
評
担
当
で
あ
る
中
村
達

也
氏
（
中
央
大
学
教
授
）
が
取
り
上
げ
、

七
月
下
旬
に
は
日
本
経
済
新
聞
で
青
木
昌

彦
氏
（
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
名
誉
教
授
）

が
読
書
欄
の
「
こ
の
一
冊
」
と
い
う
大
き

な
枠
組
み
で
紹
介
し
た
。
こ
の
書
評
は
イ

ン
パ
ク
ト
が
あ
り
、
翌
日
に
「
ア
マ
ゾ
ン

売
上
げ
ベ
ス
ト
テ
ン
」
入
り
し
た
。 

 

初
刷
り
は
一
三
○
○
冊
だ
が
、
こ
の
二

つ
の
書
評
の
お
陰
で
、
二
ヶ
月
で
在
庫
が

尽
き
た
。
も
っ
と
も
、
こ
の
う
ち
三
百
冊

は
献
本
そ
の
他
で
贈
っ
た
も
の
だ
か
ら
、

実
売
は
千
冊
で
あ
る
。
定
価
四
七
○
○
円

の
高
い
本
だ
か
ら
、
初
刷
り
が
完
売
す
れ

ば
出
版
社
に
損
は
出
な
い
。
そ
れ
も
二
ヶ

月
で
捌
け
れ
ば
、
御
の
字
で
あ
る
。 

 

出
版
社
は
初
刷
り
で
儲
け
が
出
る
よ
う

に
し
な
い
と
、
ビ
ジ
ネ
ス
が
成
り
立
た
な

い
。
し
か
し
、
専
門
書
は
よ
ほ
ど
の
こ
と

が
な
い
限
り
、
千
部
単
位
で
売
れ
る
こ
と

は
な
い
。
だ
か
ら
、
専
門
書
を
出
そ
う
と

す
れ
ば
、
著
者
の
出
資
を
前
提
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
現
在
の
日
本
の
出

版
事
情
で
あ
る
。 

 

『
コ
ル
ナ
イ
自
伝
』
の
ケ
ー
ス
も
、
初

刷
り
部
数
が
な
か
な
か
決
ま
ら
な
か
っ
た
。

部
数
を
少
な
く
す
れ
ば
定
価
が
上
が
る
。

五
千
円
以
上
に
な
れ
ば
、
買
い
た
い
人
も

二
の
足
を
踏
む
。
か
と
い
っ
て
、
出
版
社

と
し
て
は
、
部
数
を
増
や
し
て
無
駄
な
在

庫
を
抱
え
る
の
は
コ
ス
ト
が
嵩
む
。
五
千

円
以
下
に
販
売
価
格
が
収
ま
る
よ
う
に
初

刷
り
の
部
数
が
決
ま
っ
た
。 

 

予
想
外
の
書
評 

 

中
村
氏
は
一
橋
大
学
の
都
留
重
人
門
下

で
、
コ
ル
ナ
イ
へ
の
関
心
が
高
く
、
出
版

前
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
。
青
木
昌

彦
氏
は
コ
ル
ナ
イ
の
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大

学
客
員
教
授
時
代
の
同
僚
で
、
二
○
○
五

年
秋
の
国
際
経
済
学
連
合
世
界
大
会
で
次

期
会
長
候
補
と
し
て
選
任
さ
れ
た
。
こ
の

大
会
ま
で
会
長
を
務
め
た
の
が
コ
ル
ナ
イ

で
あ
る
。
こ
の
時
に
、「
自
伝
」
の
日
本
語

出
版
の
話
を
コ
ル
ナ
イ
本
人
か
ら
聞
き
、

書
評
を
約
束
さ
れ
た
よ
う
だ
。 

 

青
木
氏
は
朝
日
新
聞
の
経
済
書
書
評
担

当
委
員
だ
っ
た
が
、
昨
年
三
月
で
委
員
交

代
に
な
っ
た
。
朝
日
新
聞
で
取
り
上
げ
て

も
ら
え
る
と
算
段
し
て
い
た
の
で
計
画
が



狂
っ
た
。
し
か
し
、
思
い
が
け
ず
、
青
木

氏
か
ら
「
日
本
経
済
新
聞
に
長
い
書
評
文

を
掲
載
す
る
よ
う
に
交
渉
し
て
い
る
」
と

い
う
メ
イ
ル
が
届
い
て
安
堵
し
た
。 

 

こ
の
後
、
予
期
せ
ぬ
書
評
が
続
い
た
。

八
月
末
に
朝
日
新
聞
で
、
経
済
書
書
評
担

当
の
高
橋
伸
彰
氏
（
立
命
館
大
学
教
授
）

が
取
り
上
げ
て
く
れ
た
。
高
橋
氏
は
経
済

史
専
攻
で
分
野
も
世
代
も
異
な
り
、
面
識

も
な
い
か
ら
、
ま
ず
書
評
対
象
に
な
ら
な

い
だ
ろ
う
と
諦
め
て
い
た
か
ら
、
こ
れ
は

嬉
し
か
っ
た
。 

 

九
月
に
は
読
売
新
聞
で
編
集
委
員
の
布

施
裕
之
氏
が
書
評
し
て
く
れ
た
。
実
は
、

佐
藤
経
明
氏
（
横
浜
市
立
大
学
名
誉
教
授
）

か
ら
布
施
氏
が
書
評
す
る
こ
と
に
決
ま
っ

た
と
い
う
連
絡
を
受
け
て
い
た
が
、
な
か

な
か
出
な
か
っ
た
。
す
で
に
他
社
の
書
評

が
出
揃
っ
た
か
ら
、
も
う
出
な
い
も
の
と

考
え
て
い
た
。 

 

意
外
だ
っ
た
の
は
、
週
刊
「
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
」
と
「
週
刊
東
洋
経
済
」
の
書
評
で

あ
る
。「
東
洋
経
済
」
は
、
一
昔
前
ま
で
理

論
経
済
学
の
特
集
な
ど
も
や
っ
て
い
た
が
、

今
で
は
両
誌
と
も
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
相
手
の

情
報
誌
で
あ
る
。
と
く
に
、
一
番
売
れ
て

い
る
ビ
ジ
ネ
ス
週
刊
誌
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
」

が
、
「
職
種
別
・
会
社
別
の
給
料
特
集
号
」

に
、「
コ
ル
ナ
イ
自
伝
」
の
書
評
を
載
せ
た
。

何
と
も
言
い
よ
う
の
な
い
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

で
あ
る
。
こ
の
欄
を
担
当
し
て
い
る
池
田

信
夫
氏
（
須
磨
国
際
学
園
研
究
理
事
）
が

コ
ル
ナ
イ
理
論
を
高
く
評
価
し
て
い
る
こ

と
が
後
に
な
っ
て
分
か
っ
た
。 

 

さ
ら
に
、『
文
芸
春
秋
』
一
一
号
で
、
猪

木
武
徳
氏
（
京
都
大
学
名
誉
教
授
）
が
取

り
上
げ
て
く
れ
た
。
猪
木
氏
と
も
専
門
分

野
が
違
う
し
面
識
は
な
い
が
、
小
著
『
ハ

ン
ガ
リ
ー
改
革
史
』（
一
九
九
○
年
刊
）
を

『
外
交
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
誌
で
書
評
し
て
い

た
だ
い
こ
と
が
あ
る
。 

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
塾 

 

発
刊
か
ら
程
な
く
し
て
、
日
本
の
友
人

か
ら
、
専
門
ブ
ロ
グ
の
世
界
で
「
コ
ル
ナ

イ
自
伝
」
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
と
い
う

連
絡
を
受
け
た
。
学
生
に
「
厨
先
生
」
と

も
通
称
さ
れ
て
い
る
カ
リ
ス
マ
先
生
、
稲

葉
振
一
郎
氏
（
明
治
学
院
大
学
教
授
）
が

ブ
ロ
グ
で
さ
ま
ざ
ま
な
書
物
を
取
り
上
げ

て
書
評
し
て
い
る
。
発
刊
一
週
間
も
経
た

な
い
う
ち
に
「
コ
ル
ナ
イ
自
伝
」
が
取
り

上
げ
ら
れ
、
絶
賛
し
て
あ
っ
た
。 

 

「
ハ
ン
ガ
リ
ー
ど
こ
ろ
か
全
て
の
社
会

主
義
経
済
の
『
改
革
』
に
引
導
を
渡
し
、

体
制
転
換
へ
の
理
論
的
先
鞭
を
つ
け
た
著

者
自
身
に
よ
る
、
主
要
著
作
の
学
説
的
位

置
づ
け
と
裏
事
情
開
陳
ま
で
を
含
め
た
懇

切
な
解
説
も
つ
い
て
い
て
、
社
会
科
学
と

社
会
主
義
、
そ
し
て
二
○
世
紀
に
関
心
の

あ
る
全
て
の
人
に
と
っ
て
必
読
。
四
の
五

と
言
わ
ず
買
え
。
そ
し
て
読
め
。
数
式
な

ん
ぞ
一
カ
所
も
な
い
か
ら
大
丈
夫
」
。 

 

ま
こ
と
に
強
烈
な
ご
託
宣
で
あ
る
。
稲

葉
氏
へ
の
ブ
ロ
グ
に
は
熱
心
が
学
生
だ
け

で
な
く
、
同
業
の
専
門
家
な
ど
も
意
見
を

寄
せ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
池
田
信
夫
氏
の

ブ
ロ
グ
に
も
辿
り
着
い
た
。
稲
葉
氏
は
社

会
経
済
学
の
周
辺
を
渉
猟
さ
れ
て
い
る
が
、



池
田
氏
は
理
論
経
済
学
や
Ｉ
Ｔ
分
野
の
書

評
な
ど
を
広
く
手
が
け
て
い
て
、「
書
評
の

達
人
」
と
も
称
さ
れ
て
い
る
。 

そ
の
他
に
も
、
若
い
先
生
を
中
心
に
、

専
門
ブ
ロ
グ
の
世
界
が
広
が
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
い
わ
ば
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
塾
」

の
よ
う
な
も
の
で
、
学
習
・
研
究
意
欲
の

あ
る
学
生
た
ち
が
意
見
を
交
換
す
る
場
に

な
っ
て
い
る
。
現
代
を
象
徴
す
る
よ
う
な

場
の
形
成
で
あ
る
。 

 在
庫
が
な
く
な
る
？ 

 

一
二
月
初
め
の
在
庫
報
告
か
ら
一
○
日

も
経
た
な
い
う
ち
に
、「
在
庫
が
な
く
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
本
当
で
す
。
３
刷
り
の

準
備
に
入
り
ま
す
」
と
い
う
連
絡
を
受
け

た
。
一
○
日
前
に
三
百
冊
も
あ
っ
た
の
に

ど
う
し
て
か
。「
経
済
週
刊
誌
恒
例
の
年
末

ベ
ス
ト
経
済
書
に
、『
自
伝
』
が
ラ
ン
ク
イ

ン
し
た
よ
う
で
、
年
末
フ
ェ
ア
を
や
る
書

店
か
ら
注
文
が
相
次
い
で
、
在
庫
が
な
く

な
り
ま
し
た
」
と
い
う
。 

 

こ
の
時
初
め
て
、「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
」
が

経
済
書
の
ラ
ン
キ
ン
グ
を
発
表
し
て
い
る

の
を
知
っ
た
。
も
っ
と
も
、
フ
ェ
ア
が
終

わ
れ
ば
返
本
も
あ
る
か
ら
、
慌
て
て
増
刷

す
る
の
は
考
え
も
の
だ
と
思
っ
た
が
、
出

版
社
と
し
て
は
注
文
が
あ
っ
た
時
に
、
在

庫
が
あ
り
ま
せ
ん
と
は
言
え
な
い
の
だ
。 

 

そ
れ
に
し
て
も
、
年
間
千
冊
は
超
え
る

経
済
（
ビ
ジ
ネ
ス
）
関
係
の
新
刊
書
か
ら
、

「
コ
ル
ナ
イ
自
伝
」
の
よ
う
な
硬
派
な
著

作
が
ベ
ス
ト
テ
ン
入
り
し
た
の
に
正
直
驚

い
た
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
電
車
で
読
む
よ

う
な
本
で
は
な
い
。
昨
秋
、
堤
（
元
ハ
ン

ガ
リ
ー
大
使
）
夫
妻
と
東
京
で
お
会
い
し

た
時
に
、
奥
様
が
「
書
評
が
出
て
い
る
か

ら
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
」

と
質
問
さ
れ
た
が
、
大
使
が
即
座
に
、「
飛

ぶ
よ
う
に
売
れ
る
ほ
ど
、
日
本
の
知
的
水

準
は
高
く
な
い
よ
」
と
答
え
ら
れ
て
い
た
。 

 

ラ
ン
ク
イ
ン
に
は
池
田
信
夫
氏
の
書
評

が
効
い
て
い
る
と
思
い
、
彼
の
ブ
ロ
グ
を

覗
く
と
、「
個
人
的
な
二
○
○
六
年
ベ
ス
ト

経
済
学
書
」
が
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
て
、「
コ

ル
ナ
イ
自
伝
」
が
「
文
句
な
し
の
名
著
」

と
し
て
第
一
位
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。
毎

日
新
聞
の
年
末
の
書
評
欄
で
も
、
中
村
達

也
氏
が
「
今
年
の
三
冊
」
の
最
初
に
「
コ

ル
ナ
イ
自
伝
」
を
上
げ
て
い
る
。 

 

確
か
に
、
理
論
経
済
学
の
分
野
で
は
他

の
追
随
を
許
さ
な
い
名
著
だ
が
、
数
多
く

の
ビ
ジ
ネ
ス
書
を
押
し
の
け
て
、
こ
ん
な

難
し
い
本
が
週
刊
誌
の
ベ
ス
ト
テ
ン
入
り

し
た
の
は
珍
事
だ
。
も
っ
と
も
、
投
票
権

を
持
つ
経
済
学
者
・
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
中

に
は
学
生
時
代
に
コ
ル
ナ
イ
理
論
に
出
会

い
、
今
再
び
コ
ル
ナ
イ
経
済
学
の
全
体
像

を
開
示
し
た
著
作
に
注
目
し
た
人
々
が
い

る
と
考
え
れ
ば
、
ベ
ス
ト
テ
ン
入
り
の
事

情
が
飲
み
込
め
る
。
そ
の
場
合
で
も
、
理

論
専
攻
の
学
者
・
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
多
く

が
第
一
位
に
投
票
し
な
け
れ
ば
、
ベ
ス
ト

テ
ン
入
り
は
難
し
か
っ
た
だ
ろ
う
。 

 

理
論
経
済
学
の
世
界 

 

一
般
読
者
に
は
理
論
経
済
学
は
縁
の
な

い
世
界
で
あ
る
。
テ
レ
ビ
や
週
刊
誌
に
出

て
く
る
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
世
界
と
は
違
う
。



国
際
的
な
学
術
雑
誌
で
論
文
著
作
の
引
用

頻
度
の
多
い
日
本
の
経
済
学
者
ラ
ン
キ
ン

グ
に
よ
れ
ば
、
第
一
位
が
雨
宮
健
ス
タ
ン

フ
ォ
ー
ド
大
学
教
授
、
第
二
位
が
青
木
昌

彦
氏
で
あ
る
。
雨
宮
氏
な
ど
は
日
本
の
メ

デ
ィ
ア
に
出
な
い
か
ら
、
ま
ず
名
前
を
聞

い
た
こ
と
の
あ
る
人
は
少
な
い
だ
ろ
う
。 

 

雨
宮
氏
は
国
際
基
督
教
大
学
出
身
で
、

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
助
手
時
代
に
母
校

に
来
校
し
、
客
員
講
義
を
開
い
た
。
後
に

ノ

ー

ベ

ル

経

済

学

賞

を

受

賞

し

た

ア

ロ

ー
・
ド
ブ
リ
ュ
ー
の
一
般
均
衡
モ
デ
ル
を

解
説
す
る
授
業
で
、
数
学
の
不
動
点
定
理

の
懇
切
丁
寧
な
説
明
が
印
象
的
だ
っ
た
。 

六
○
年
代
か
ら
七
○
年
代
に
か
け
て
一

般
均
衡
論
が
理
論
経
済
学
の
玉
座
を
占
め

た
。
コ
ル
ナ
イ
が
そ
の
理
論
的
批
判
書
で

あ
る
『
反
均
衡
』（
邦
訳
『
反
均
衡
の
経
済

学
』
日
本
経
済
新
聞
社
）
を
一
九
七
一
年

に
出
版
し
た
。
も
と
も
と
、
一
般
均
衡
理

論
の
現
代
数
学
的
基
礎
を
築
い
た
の
は
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
出
身
の
数
学
者
ノ
イ
マ
ン
で

あ
る
。
同
じ
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
が
一
般
均
衡

論
批
判
の
書
を
出
し
た
こ
と
が
話
題
に
な

り
、
コ
ル
ナ
イ
の
名
が
一
躍
世
界
の
経
済

学
で
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

青
木
氏
は
「
六
○
年
安
保
」
の
全
学
連

の
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
後
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、
ノ
イ
マ
ン
が

開
拓
し
た
線
型
数
学
的
手
法
を
使
う
計
画

理
論
の
分
野
で
世
界
に
デ
ビ
ュ
ー
し
、
現

在
も
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
。 

 

不
思
議
な
人
の
縁 

六
○
年
安
保
当
時
、
東
大
の
玉
野
井
芳

郎
教
授
の
周
辺
に
青
木
氏
な
ど
の
俊
英
た

ち
が
集
ま
り
、
そ
の
後
に
い
ろ
い
ろ
な
世

界
に
飛
び
出
し
て
い
っ
た
。
少
し
歳
月
は

下
る
が
、
国
際
基
督
教
大
学
の
キ
ャ
ン
パ

ス
が
閉
鎖
に
な
っ
た
学
部
二
年
生
の
春
、

私
は
東
大
駒
場
に
講
義
を
盗
み
聴
き
に
行

っ

た

。
『

マ

ル

ク

ス

経

済

学

と

近

代

経

済

学
』
を
出
版
さ
れ
た
ば
か
り
の
玉
野
井
教

授
、
教
育
法
の
堀
尾
輝
久
教
授
、『
歴
史
と

し
て
の
ス
タ
ー
リ
ン
時
代
』
を
上
梓
さ
れ

た
菊
地
昌
典
教
授
な
ど
の
講
義
を
覗
い
た
。

菊

地

教

授

が

最

初

の

講

義

に

、
「

造

反

有

理
」
と
い
う
中
国
文
化
大
革
命
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
黒
板
に
記
し
た
の
に
驚
い
た
。
こ

の
時
代
は
社
会
も
学
生
も
教
授
陣
も
皆
、

熱
か
っ
た
。 

人
の
縁
は
不
思
議
な
も
の
で
、
後
に
な

っ
て
堀
尾
氏
と
は
日
本
書
籍
の
公
民
教
科

書
の
編
集
で
一
緒
に
仕
事
す
る
こ
と
に
な

り
、
菊
地
氏
か
ら
は
コ
ル
ナ
イ
理
論
講
義

の
誘
い
を
受
け
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
赴
任
す

る
直
前
に
駒
場
で
半
年
の
授
業
を
受
け
持

っ
た
。
玉
野
井
教
授
の
お
嬢
さ
ん
と
は
法

政
大
学
社
会
学
部
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
授
業

の
教
科
書
作
成
で
一
緒
に
仕
事
し
た
。 

話
が
脇
に
逸
れ
た
が
、
コ
ル
ナ
イ
の
著

作
が
名
著
と
し
て
評
価
さ
れ
た
の
は
嬉
し

い
限
り
で
あ
る
。
多
分
、
五
○
年
い
や
百

年
後
に
も
、
こ
の
著
作
は
読
ま
れ
る
は
ず

だ
。
も
う
古
典
的
な
名
著
と
言
っ
て
よ
い

だ
ろ
う
。
年
間
八
万
冊
も
新
刊
本
が
で
る

日
本
の
出
版
界
で
、
百
年
後
に
も
読
ま
れ

る
本
は
そ
う
何
冊
も
な
い
は
ず
だ
。 


